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第 6回 庁舎整備基本構想策定委員会資料にかかる修正事項一覧 

 第 6 回での提示内容 第 7回からの修正点 

1 資料 1 P35 

①議場 

○議場は、議員定数に応じた規模を確保する。 

参考資料 1 P35 

①議場・傍聴席 

○議場は、議員定数に応じた規模を確保する。 

○傍聴席は、円滑な議事運営のため、議場から独

立した空間としながら、車いす利用者のための

スペースなどを確保する。 

2 資料 1 P38 

② 備蓄倉庫 

○ 支援活動とそれを行う職員のための資材・食

糧を蓄えておくための備蓄倉庫を設置する。 

参考資料 1 P38 

② 備蓄倉庫 

○ 支援活動と行政活動を行う職員のため、資材

と 7 日分の食糧を蓄えておく備蓄倉庫を設置す

る。 

 資料 1 P39 

電源や飲料水については 3 日間、ライフラインが

遮断された場合でも災害対策活動が維持できるよ

うにする。 

参考資料 1 P39 

電源については 3日間、飲料水については 7日間、

ライフラインが遮断された場合でも災害対策活動

が維持できるようにする。 

3 資料 1 P40 

②再生可能エネルギー 

○太陽光発電パネルの設置等、再生可能エネルギ

ーの積極的な活用を検討する。 

参考資料 1 P40 

②再生可能エネルギー 

○太陽光、太陽熱、地中熱などの再生可能な自然

エネルギーを使った発電や冷暖房の設備、また

雨水利用による水資源の節減などについて、効

果を含め、その活用を検討する。 

4 資料 1 P48 

⑮倉庫・書庫 

現在の本庁舎には、書庫および執務室内をあわせ

ると    のファイル（簿冊）を保管・管理し

ている。新庁舎の整備にともなう部署の統合も加

味しながら、これらすべてのファイルを管理でき

る書庫スペースを必要面積とした。 

 

 

 

 

・    のファイル(簿冊)を保管できるキャビ

ネットの設置スペースに換算 ⇒      

・現本庁舎の勤務職員約 1,300 人 ⇒ 新庁舎の

勤務職員 1,600 人 ⇒ 1.2 倍 

資料 2 P6 

⑮倉庫・書庫 

現在の本庁舎には、書庫および執務室内をあわせ

ると    の公文書（ファイル）を保管・管理

している。また、庁舎内に保管できない文書につ

いては、倉庫を賃借し、常用文書や作成後間もな

いものを除き、運用状況を見ながら、    を

外部に保管をしている状況にある。新庁舎の整備

にともなう部署の統合も加味しながら、これらす

べての公文書を管理できる書庫スペースを必要面

積とした。 

・新庁舎の部署統合による職員数の増（現本庁舎

勤務職員比） 

現本庁舎の勤務職員約 1,300 人 ⇒ 新庁舎の

勤務職員 1,600 人 ⇒ 1.2 倍 

資料１ 
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 第 6 回での提示内容 第 7回からの修正点 

 ・よって、 

必要面積（新庁舎の保管文書量（想定）から）

＝      × 1.2 ⇒       

・新庁舎に保管が見込まれる公文書（ファイル）

 現本庁舎内保管約＋統合による部署の増分■

■×1.2 ＋ 外部保管     

＝      

・よって、 

の公文書(ファイル)を保管できるキャ

ビネット設置スペースに換算 ⇒必要面積（新

庁舎の保管文書量(想定)から       

5 資料 1 P49 

⑰災害対策本部・備蓄倉庫 

・必要面積      

 

資料 2 P7 

⑰災害対策本部・備蓄倉庫 

・必要面積       

※ なお、支援活動や行政活動を行う職員の食糧

を保管する備蓄倉庫については、別途、地下や

屋外への整備を検討していく。 

6 資料 1 P52 

（2）必要面積 ⑮倉庫・書庫      

合計       

資料 2 P10 

（2）必要面積 ⑮倉庫・書庫        

合計       

7 資料 1 P53～ 

２ 機能ごとの面積の考え方と算定結果 

資料 2 P11～ 

２ 機能ごとの面積の考え方と算定結果 

→ 機能ごとに選定理由が分かるように追記 

8 資料 1 P58 

Ｄ案 

敷地面積                   

建ぺい率 18％ 

容積率 105％ 

総事業期間                 

資料 3 P2 

Ｄ案 

敷地面積                   

建ぺい率 20％ 

容積率 119％ 

総事業期間                

 P58 

（該当記述なし） 

資料 3 P2 

最大建築可能面積 

Ａ案        

Ｂ案        

Ｃ案        

Ｄ案        
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 第 6 回での提示内容 第 7回からの修正点 

9 資料 1 P60、61 

候補用地④ 

敷地面積         

候補地⑤ 

敷地面積         

資料 3 P4,5 

候補用地④ 

敷地面積         

候補地⑤ 

敷地面積         

10 資料 1 P62 

⑫付加機能の高い庁舎の有無 

資料 3 P6 

⑫駅至近の条件を活かした庁舎の有無 

 資料 1 P62 

（該当記述なし） 

資料 3 P6 

⑬建築計画の自由度 

敷地条件に対する建築計画の余裕により、吹き抜

けやゆとり空間が整備できるような建物の自由度

を評価 

11 資料 1 P63 

（該当記述なし） 

資料 3 P7 

⑬建築計画の自由度(計画面積／最大建築可能面

積) 

◎ 40％以上 

○ 40～25％以上 

△ 25～10％以上 

▲ 10％未満 

12 資料 1 P64～ 

（３）プランの比較評価結果 

資料 3 P8～ 

（３）プランの比較評価結果 

→ 各プランの評価内容を追記、これあわせて評

価結果（案・参考に提示のもの）も文面修正

 


